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今後の改善点と具体的方策 学校運営協議会からの意見

①【継続した検証・改善】
主任等を中心とした各組織
が目標に基づき、児童の状
況やニーズを継続的に検
証・改善する。

教
頭

・学力向上・生徒指導・健康
安全の各チームや学年が
主体となって「児童と取り組
み目標を共有し、取り組み
後に児童アンケート等でふ
り返りを行い、それをもとに
改善を考えた。」に当てはま
ると答える教師の割合
・「避難訓練、遠足などの行
事で、めあてを先生と確認
し、ふり返りをした」に当て
はまると答える児童の割合

＜実施状況・アン
ケートの状況＞
A：＋評価90％～
B：80％～　
C：70％～
D：70％未満

児童と取り組み目
標を共有し、取り
組み後に児童ア
ンケートを行い、
それをもとに改善
策を考えた（実施
した）。【A58.3%、
B41.7%】

避難訓練、遠足な
どの行事で、めあ
てを先生と確認
し、ふり返りをし
た。
【A70.1%,B27.6%,C
2.4%】

全体として「A + B」の肯
定的な回答が非常に高
い割合を占めており、
児童が避難訓練や遠
足などの行事におい
て、目標を先生と確認
し、振り返りを行ってい
ると感じている。

A

児童がより具体的にイ
メージでき、自分事として
捉えられるような工夫
（例：視覚的な目標設定、
具体的な行動目標への
落とし込み）で成功してい
る好事例を校内で共有
し、教職員全体のスキル
アップを図る。

児童と取り組み目
標を共有し、取り
組み後に児童ア
ンケートを行い、
それをもとに改善
策を考えた（実施
した）。【A81%、
B19%】

避難訓練、遠足な
どの行事で、めあ
てを先生と確認
し、ふり返りをし
た。
【A73.9%,B23.6%,C
1.8%,D0.3%】

全学年で高い肯定率を
維持しており、4年生は
12月の肯定率が100%
だった。しかし、1年生
は7月の96.7%から12月
は93.3%へと微減してお
り、「あまり思わない」
「思わない」を合わせる
と6.6%だった。

A

低学年に対しては、
活動後のふり返り
が単なる作業になら
ないよう、視覚的な
ワークシートや写真
の活用など、自分の
成長を実感しやす
い工夫を行う。

②【いじめ・不登校等の未
然防止】
日常の情報共有・報告・連
絡・相談を徹底し、いじめや
不登校等の課題に迅速か
つ適切に対応する。

教
頭

・「気になった事はすぐ
に、学年主任・生徒指導
主事・管理職等に報告・
連絡・相談し、対応し
た。」に当てはまると答
える教師の割合
・「学校はお子さんの連
絡や困り事に対して、迅
速に対応している。」に
当てはまると答える保護
者の割合

＜実施状況・アン
ケートの状況＞

A：＋評価90％～

B：80％～　

C：70％～

D：70％未満

・気になった事は
すぐに、学年主
任・生徒指導主
事・管理職等に報
告・連絡・相談し、
対応した。
【A85.2%,B14.8%】

学校はお子さん
の連絡や困り事
に対して、迅速に
対応している。
【A33.3%,B53.3%,C
6.7%,D0.7%】

ほとんどの教職員が迅
速な報告・連絡・相談・
対応を実践できてお
り、組織的な連携が取
れている。

B

「C」や「D」と回答した
保護者に対し、個別に
ヒアリングを行い、具体
的な不満点や要望を
把握し、改善に繋げ
る。

・気になった事は
すぐに、学年主
任・生徒指導主
事・管理職等に報
告・連絡・相談し、
対応した。
【A91.3%,B8.7%】

学校はお子さん
の連絡や困り事
に対して、迅速に
対応している。
【A48.2%,B49.3%,C
2.5%】

児童対応および、保護
者からの連絡・相談に
対する管理職、教員間
の情報共有体制が迅
速に行われ、組織的に
対応していることが功を
奏している。

B

教職員間で「迅速
さ」の基準（例：電話
はその日のうちに返
す等）を再確認し、
徹底することで、さ
らに迅速対応を心
がけ、継続してい
く。

③【組織的指導力の向上・
働き方改革の推進】
DX化や平準化を進め、学
年会やチーム会を通して組
織的指導力の向上と働き
方改革を推進する。

教
頭

・「複数で分担できる業
務はなるべく分担して行
い、業務の平準化を図っ
た。」と答える教師の割
合
・「デジタル技術を活用し
て業務の効率化を図っ
た。」と答える教師の割
合

＜実施状況・アン
ケートの状況＞

A：＋評価90％～

B：80％～　

C：70％～

D：70％未満

・複数で分担できる
業務はなるべく分担
して行い、業務の平
準化を図った。
【A27.3%,B59.1%,
C9.1%,D4.5%】
・デジタル技術を活
用して業務の効率
化を図った。
【A36.4%,B54.5%,
C9.1%】

 多くの教職員がデジタ
ル技術の活用を認識し
ているが、活用法の共
有が学校全体まで広
まっていない。

B

　GIGA担当と連携し、
業務効率化に成功して
いる教職員から具体的
なデジタルツールの活
用方法や効果につい
て、デジタル技術活用
に関する教職員向けの
ミニ研修を実施する。

・複数で分担できる
業務はなるべく分担
して行い、業務の平
準化を図った。
【A30.4%,B65.2%,
C4.3%】
・デジタル技術を活
用して業務の効率
化を図った。
【A43.5%,B56.5%】

チャットでの連絡、プラット
フォームで情報集約等、
デジタル技術の活用は大
きく進んだ。「業務の平準
化」は大幅に改善したが、
4.3%が「あまり思わない」と
回答しており、特定の教
職員への負担が残ってい
る可能性がある。

B

業務の平準化は
進んでいるが、産
休・育休教員の代
替講師がなかな
か入らない状況
のため、その分の
分担業務を一部
教員が負担して
いる現状である。

①【活用力・表現力を育成
する授業】
つけたい力を児童の姿とし
て具体化させ、児童が探究
サイクルを回し、知識・技能
を活用し、表現する力を育
成する授業を行う。

主
幹

研
究

・単元におけるゴールの
姿を児童と共有し、つけ
たい力を活用して表現
する場面を設定すること
ができたと答える教師の
割合
・学んだことを生かして、
自分の考えを表現する
ことができたと答える児
童の割合

（教・児アンケート）　
A：90％～　　
B：80％～ 
C：70％～　　
D：70％未満

・単元における
ゴールの姿を児
童と共有できた。
・つけたい力を活
用して表現する場
面を設定すること
ができた。
【A33.3%,B55.6%,C
11.1%】

（低）
学んだことを使っ
て問題を解くこと
ができた。
【A61.8%,B32.9%,C
5.3%】
(中高)
学んだことを生か
して、自分の考え
を表現することが
できた。
【A50.5%,B39.7%,9.
2%,0.7%】

全学年を通して、「A + B」の

項目が91.2%と非常に高く、
多くの児童が学んだことを
使って問題を解くことができ
た、あるいは学んだことを生
かして自分の考えを表現で
きたと感じていることがわか
る。全学年で8.3%、中学年

で9.2%の児童が「C あまり
思わない」と回答しており、
学んだことの活用や表現に
自信を持てていない児童が
一定数存在することがわか
る。低学年では5.3%と比較

的低い。
特に中学年ではこの割合が
やや高い。

A

教師側児童側ともに高
い数値がでたことか
ら、単元構想の中で
ゴールの共有ができて
いること、それが実践
されていることがわか
る。今後も授業づくりの
段階から意識すること
を共有していく。

・単元における
ゴールの姿を児
童と共有できた。
・つけたい力を活
用して表現する場
面を設定すること
ができた。
【A56.5%,B43.5%】

（低）
学んだことを使っ
て問題を解くこと
ができた。
【A67.2%,B29.6%,C
2.4%,D0.8%】
(中高)
学んだことを生か
して、自分の考え
を表現することが
できた。
【A54.9%,B35.8%,C
7.1%,D2.2%】

両項目について全校とし
て前期の取り組みを維
持、向上していることが見
られる。前期、比較的低
かった「表現」の項目につ
いても教職員・児童ともに
Aの割合が高まっている。
表現まで含めた教師の単
元構想の意識の高まりと
それに伴った児童の変容
が見られる。

A

教え合いや、表現
などの取り組みが
高まっている一方
で、評価テストな
どで十分なパ
フォーマンスを発
揮できていない現
状が見られ、取り
組みの内容を再
考する必要があ
る。

②【個に応じた学びと協働
的な学びの一体的な充実】
デジタル学習基盤を効果的
に活用し、児童一人ひとり
のニーズに応じた学びと協
働的な学びの一体的な充
実を図る。

主
幹

研
究

・ICTを活用し、学習の
進捗状況を見とる工夫
や個の学びをより深める
他者参照を行うことがで
きたと答える教師の割合
・互いに教え合ったり、
話し合ったりすることで、
自分の学びを更新する
ことができたと答える児
童の割合

（教・児アンケート）
A：８０％〜
B：７０％〜
C：６０％〜
D：６０％未満

ICTを活用し、学習
の進捗状況を見と
る工夫や個の学び
をより深める他者参
照の工夫を行って
いる。
【A33.3%,B48.1%,C18.
5%】

（低）
・自分の考えをより
よくするために、友
達と教え合ったり、
話し合ったりするこ
とができた。
【A72.4%,B17.1%,C10.
5%】
（中・高）
・互いに教え合った
り、話し合ったりす
ることで、自分の学
びを更新することが
できた。
【A61.6%,B31.5%,C5.9
%,D1%】

全学年を通して、「A + B」（で
きた、よくできた）と回答した
児童の割合が非常に高く、
92.4%となった。これは、児
童がお互いに教え合い、話し
合うことの重要性を認識し、
実践できていることを示唆し
ている。また中学年・高学年
では93.1%とさらに高い結果

が出ている。 低学年でも「A 
+ B」が89.5%と高いが、全
学年平均や中高学年と比較
すると若干低い。また、「C 
あまり思わない」が10.5%と
他の学年より高い。

B

児童側の結果が高い。単
元構想の中で児童が主
体的に活動する場面が
設定された結果であると
捉えている。教師側がや
や低い結果になっている
が、ICTと他者参照を組
み合わせた実践という捉
えのハードルが高いゆえ
と考えられる。必ずしも両
方の要素がなくとも大丈
夫なことと今後もそうした
活動を単元構想に取り入
れていくことを共有してい
く。

ICTを活用し、学習
の進捗状況を見と
る工夫や個の学び
をより深める他者参
照の工夫を行って
いる。
【A30.4%,,B56.5%,,C8.
7%,D4.3%】

（低）
・自分の考えをより
よくするために、友
達と教え合ったり、
話し合ったりするこ
とができた。
【A60.4%,B30.7%,C7.4
,D1.5%】
（中・高）
・互いに教え合った
り、話し合ったりす
ることで、自分の学
びを更新することが
できた。
【A58.6%,B35.1%,C4.9
%,D1.5%】

「話し合い」については。
低高ともにA＋B割合が増
加した。「ICT活用・他者
参照」についても教師の
意識の部分でA＋Bの割
合が5ポイント上昇。児童
側も９割を超えた。一方で
Cの割合が減りつつもDが
4ポイント増えたことは懸
念材料。

A

学習の中で質を
高めるために他
者とつながろうと
いう意識の高まり
は教師側・児童側
ともに見られる。
今後も取り組みは
継続していく。

③【意図的・計画的な学力
向上の取組】
学力ロードマップを軸に、６
年間を見通した意図的・計
画的な学力向上の取組を
推進する。

主
幹

・単元末テストの「思考・
判断・表現力」を問う問
題で平均８０点以上を達
成した児童の割合
・学期末の漢字・計算テ
ストでそれぞれ９０点以
上を達成した児童の割
合

（教育的データ）　
A：90％～　　
B：80％～  
C：70％～　　
D：70％未満

・学年会・校務委
員会等でロード
マップを確認しな
がら、意図的・計
画的に学力向上
の取組を推進し
た。
【A16.7%,B70.8%,C
12.5%】

・単元末テストの「思
考・判断・表現力」を
問う問題で平均８０
点以上を達成した
児童の割合
【国語】C７３．３％
【算数】D６５．２％
６９．３％
・学期末の漢字・計
算テストでそれぞれ
９０点以上を達成し
た児童の割合
【漢字】C７５．７％
【計算】D６２．３％
６９％

家庭学習チャレン
ジ週間に、お子さ
んが自分のめあ
てを達成すること
ができたと答える
保護者の割合
【A20%,B46.7%,C33
.3%】

・児童：算数における思考・
判断・表現力の育成が喫緊
の課題であると考えられる。
教科全体としては、さらなる
底上げが必要。

漢字については約7.5割の児

童が90点以上を達成してお
り、比較的定着している。計
算については約6割の児童し

か90点以上を達成しておら
ず、計算力の定着に課題が
ある。
・教職員：「取り組んだ」と強く
認識している教員が2割弱に

とどまり、約7割の教員が「ま
あまあ取り組んだ」と回答し
ていることから、取り組みの
質にばらつきがみられる。

D

・「思考・判断・表現力」をつける
ために、特に算数では、単元テ
ストや活用問題を通して、具体
的に各単元でつけるべき力の確
認をして指導計画をたてること
を徹底する。そのうえで、単元末
までに短いスパンで力がついて
いるかを見取り、支援や指導の
見直しを図る。
・計算力については、つまずき
の多い問題を分析し、はくれい
タイムで定着を図る。また、学習
サポーターの力を借り、特につ
まずきのある児童への支援を徹
底する。

・学年会・校務委
員会等でロード
マップを確認しな
がら、意図的・計
画的に学力向上
の取組を推進し
た。
【A33.3%,B52.4%,C
14.3%】

・単元末テストの「思
考・判断・表現力」を
問う問題で平均８０
点以上を達成した
児童の割合
【国語】C７７．６％
【算数】D５３．６％
６５．６％
・学期末の漢字・計
算テストでそれぞれ
９０点以上を達成し
た児童の割合
【漢字】B８２．６％
【計算】C７７．８％
８０．２％

家庭学習チャレン
ジ週間に、お子さ
んが自分のめあ
てを達成すること
ができたと答える
保護者の割合
【A31.2%,B56.2%,C
11.2%,D1.4%】

・「思考・判断・表現力」をつ
けるために、つけるべき力を
明確にし、児童と共有しなが
ら学習を進める授業改善に
取り組んだ。国語については
少し伸びが見られた。算数に
ついては、全国学力調査結
果から見出した課題のある
領域を中心に、評価問題を
活用した授業改善に取り組
んだ。２学期は質・量がとも
に増していることもあり、１学
期に比べて下がっている。
・漢字・計算については、双
方とも少しずつ伸びが見られ
た。漢字については、繰り返
し練習することや熟語を調べ
ること（高学年）、文章を書く
ときに意識して使うよう指導
することなど工夫を行った。
計算についても、朝学習や宿
題等でAIドリルの活用した繰
り返し練習を行った。また、２
年生は学習サポーターに支
援していただき、九九の習熟
を図ることができている。

C

・「思考・判断・表
現力」をつけるた
めに、引き続きつ
けるべき力を明確
化、具体化した授
業改善（つけたい
力を活用して表現
する場面）と見と
りを行っていく。
・漢字・計算につ
いては、学年のま
とめを計画的に繰
り返し練習を図
り、２学期までに
課題のある部分
を重点的に取り組
む工夫をする。

①【生徒指導の４つの視点
を生かした教育活動】
生徒指導の４つの視点を生
かした教育活動に取り組
み、児童が安心して学校生
活を送れるよう、組織的か
つ継続的な指導を行う。

生
徒
指
導

・チェックシートで自己存
在感（褒める・認める）の
項目で肯定的評価がつ
く教師の割合
・「児童を認める声かけ
を行なっている」に当て
はまると答える教師の割
合
・「月の初めや最後に、
てらいっ子の足跡の活
動を通して学級の成長
や良さを認めている。」
に当てはまると答える担
任教師の割合
・「学校が楽しい」に当て
はまると答える児童の割
合

＜教・児・保アン
ケート＞
＋評価
A：90％～
B：80％～
C：70％～
D：70％未満

・児童を褒める認
める言葉がけを
意識して行ってい
る。
（A 70.4%B 29.6%)
・（担任）月の初め
や最後に、てら
いっ子の足跡の
活動を通して学級
の成長や良さを
認めている。
（A+B 89.5%C 
10.5%)

学校生活は楽し
い。
（A+B 86.1%C 
10%D 3.9%)

お子さんは学校
生活を楽しんでい
る。
（A+B 93.3% C 
6.7%)

月末の生徒指導の４つの視
点チェックシートでも、「子ど
もの前向きな姿を褒める・認
める」での評価が高く、教育
活動の中で褒める認める言
葉がけを意識して行うことが
できている。また、職員会議
で効果的であった褒める・認
める声かけ等の実践を紹介
することで全職員に共有して
いる。
月に１度寺井っ子の足跡の
活動を通して、学級の成長
や学級の良さを積極的に認
め合うことができた。

B

てらいっ子の足跡の活
動を通して、さらに各学
級の成長や良さが全
校に伝わるように、動
画での撮影や放送を
行っていく。
教師が児童を褒める、
認める言葉がけを積極
的に行えるように、１学
期同様、教師同士の授
業参観や効果的であっ
た声かけの実践の共
有を行っていく。

・児童を褒める認
める言葉がけを
意識して行ってい
る。
（A 79.2%B 20.8%)
・（担任）月の初め
や最後に、てら
いっ子の足跡の
活動を通して学級
の成長や良さを
認めている。
（A+B 91.3%C 4.3% 
D4.3%)

学校生活は
楽しい。
（A+B 
86.3%C 
8.4%D 5.3%)

お子さんは学校生活を楽しんでいる。

（A+B 95.3% 

C 4.3%

D 0.4％)

・教師同士の授業参
観を年２回行うこと
で、褒める、認める声
かけを全職員が意識
して取り組むことがで
きた。
・児童会を中心にてら
いっ子の足跡を呼び
かけ、月に1回実施
し、クラスの良さや成
長を感じる場を設定
することができた。

B

互いの授業等
を見合う活動
を、教師同士
も児童同士も
今後も行うこと
で、認め合う場
を設定してい
く。

②【温かい集団づくり】
児童が主体的に挨拶や温
かい言葉を交わす場面を
大切し、相互理解と尊重に
基づく温かい集団作りを支
援する。

生
徒
指
導

・「教師自身が進んであいさ
つを行い児童のお手本を心
がけている。」、「お互いに
認め合うことを目的とした活
動、言葉がけを行い、親和
的な集団づくりを支援して
いる。」に当てはまると答え
る教師の割合
・「自分が気持ちの良いと思
えるあいさつをしいてい
る」、「誰に対しても、温かい
言葉をかけることができた」
に当てはまると答える児童
の割合

＜教・児アンケート
＞

＋評価

A：90％～

B：80％～

C：70％～

D：70％未満

・教師自身が進ん
であいさつを行い
児童のお手本を
心がけている。
（A 81.5% B18.5%)
・お互いに認め合
うことを目的とした
活動（ハッピーレ
ター等）、言葉が
けを行い、親和的
な集団づくりを支
援している。
（A 55.6% B44.4%)

・自分が気持ちの
良いと思えるあい
さつをしている。
（A+B 85.8%C 
11.8%D 2.4%)
・誰に対しても、温
かい言葉をかけ
ることができた。
（A+B 88.2%C 
9.7%D 2.1%)

児童会を中心に「あいさつ運
動」「助かったわ～大賞」の
取り組みを行った。また、ふ
れあい挨拶デー前に児童会
が全校に呼びかけたり、
フォームを活用して自分の挨
拶を振り返ったりする場を設
定した。「助かったわ～大賞」
の取り組みでは、全校放送
で、様々な学年の取り組みを
紹介した。
ハッピーレターの取り組み
は、行事後だけでなく、席替
えの後など、頻繁に行うこと
で、児童にも友だちの良さを
伝えることが定着してきてい
る。

B

・児童会を中心に、ふ
れあい挨拶デー前後で
の呼びかけや振り返り
を行って、気持ちの良
い挨拶を目指していく。
・親和的な集団づくりの
支援をさらに積極的に
行えるように、職員会
議等を通して、効果的
な認め合える関係の築
き方について共有を
図っていく。

・教師自身が進ん
であいさつを行い
児童のお手本を
心がけている。
（A 83.3% B16.7%)
・お互いに認め合
うことを目的とした
活動（ハッピーレ
ター等）、言葉が
けを行い、親和的
な集団づくりを支
援している。
（A 83.3% B16.7%)

・自分が気持
ちの良いと思
えるあいさつを
している。
（A+B 84.5%C 
12.7%D 2.8%)
・誰に対して
も、温かい言
葉をかけること
ができた。
（A+B 92.6%C 
5.8%D 1.5%)

・２学期最初の５日間、
挨拶デーとし、気持ち
の良い挨拶ができるよ
う、学校全体で取り組
みを行った。
・児童同士の授業参観
後や人権集会後には、
ハッピーレターを書きあ
うことで、異学年で良さ
を認め合うことができ
た。また、人権集会も今
年度より、異学年で交
流する場を設定するこ
とで、肯定的な回答が２
学期よりも見られた。

A

ふれあい挨拶
デー前には、児
童会を中心に挨
拶を呼びかけて
いく。また、普段
から温かい言葉
を使えるよう、指
導したり、教師
が率先して言葉
をかけたりして
いく。

①【知識や技能を身につけ
る取組】
自分の生活を整え、安全な
生活を送るための知識や
技能を身につける取組を行
う。

保
健
主
事

・「児童が安全に気をつけ
て、学校生活を送れるよう
に指導している。」に当ては
まると答える教師の割合。
・「安全に気をつけて学校生
活を送っている。」に当ては
まると答える児童の割合。
・「学校は、校内外の安全
指導に努め、事故防止に配
慮している。」に当てはまる
と答える保護者の割合。

〈教・児・保アンケー
ト〉
＋評価
A：～85％　　
B：～75％
C：～65％　　
D：65％未満

児童が安全に気
をつけて学校生
活を送れるように
指導をしている。
【A85.2%,B14.8%】

安全に気をつけ
て、学校生活を
送っている。
【A66.2%,B29.5%,C
4.3%】

学校は、校内外
の安全指導に努
め、事故防止に配
慮している。
【A46.7%,B40%,C6.
7%,D6.7%】

熱中症対策として、今年度も
児童玄関前に熱中症掲示板
を設置した。数年続けて取り
組んでいることもあり、掲示
板を確認する習慣が定着し
てきた。児童保健委員会から
は、熱中症クイズ大会の取
組もあり、全校児童で熱中症
を予防する意識を高めること
ができた。

A

・熱中症対策の取組や避難
訓練等を通して、自分で考
えて安全な生活を送れるよう
になってきている。冬季の感
染症対策でも同様に、児童
が自ら考えることを意識して
取組を進めていく。
・下校の仕方や放課後の過
ごし方（交通ルールの順守
等）について、家庭や地域と
連携しながら、引き続き指導
していく。

児童が安全に気
をつけて学校生
活を送れるように
指導をしている。
【A82.6%,B17.4%】

安全に気をつけ
て、学校生活を
送っている。
【A63.5%,B32.5%,C
2.5%,D1.5%】

学校は、校内外
の安全指導に努
め、事故防止に配
慮している。
【A44.6%,B54.3%,C
1.1%】

熱中症対策として、今年度も
児童玄関前に熱中症掲示板
を設置した。数年続けて取り
組んでいることもあり、掲示
板を確認する習慣が定着し
てきた。児童保健委員会から
は、熱中症クイズ大会の取
組もあり、全校児童で熱中症
を予防する意識を高めること
ができた。

A

・熱中症・感染症対
策は、児童保健委
員会の取組も活用
しながら、引き続き
自律的生活習慣の
確立を目指す。
・体育館の使い方に
ついて課題が見ら
れるため、全校で指
導を継続し、ボール
の貸出方法につい
ては運用を見直す。

②【思考力や工夫する力の
育成推進】
運動の楽しさや喜びを味わ
い、思考力や工夫する力を
育成する体育科の授業や
体育的行事を推進する。

保
健
主
事

・「運動の楽しさや喜びを味
わい、思考力や工夫する力
を育成できるような体育科
の授業を行っている。」に当
てはまると答える教師の割
合
・「体育の授業は楽しい」に
当てはまると答える児童の
割合

〈教・児アンケート〉
＋評価
A：～85％　　
B：～75％
C：～65％　　
D：65％未満

運動の楽しさや喜
びを味わい、思考力
や工夫する力を育
成できるような体育
科の授業を行って
いる。
【A56.3%,B43.8%】

体育の授業は楽し
い。
【A73.4%,B24.2%,C1.7
%,D0.7%】

大半の児童は運動の楽しさ
を味わいながら活動できてい
る。一方、体育科の授業づく
りにおいてはA評価の数値が
低く、取組の改善が必要であ
る。

B

・児童が課題を発見したり解決
したりできる体育授業の充実の
ため、学年会や健康安全チーム
を中心に、各活動における段階
的指導を行う。
・体育授業の予備運動として、１
～２学期は「寺井っ子体操」、３
学期は「新寺井っ子体操」に学
校全体で取り組んでいく。本校
の運動能力の課題である握力
の向上のため、スポチャレいし
かわのシャトルボールにも積極
的に取り組んでいく。

運動の楽しさや喜
びを味わい、思考力
や工夫する力を育
成できるような体育
科の授業を行って
いる。
【A30.8%,B69.2%】

体育の授業は楽し
い。
【A71.3%,B19.8%,C5.4
%,D3.6%】

大半の児童は運動の楽しさ
を味わいながら活動できてい
る。一方、体育科の授業づく
りにおいてはA評価の数値が
低く、取組の改善が必要であ
る。

A

・体育科授業の充
実のため、学年間で
の共有だけでなく、
若プロの一環として
ミニ研を取り入れ、
授業者の指導スキ
ルの充実を目指
す。
・児童体育委員会
の取組を活用し、１
校１プランの重点項
目の向上を図る。

①【PTAや学校運営協議会
との連携】
PTAや学校運営協議会と
連携を深め、地域人材や資
源を活用した体験活動の充
実に努める。

教
頭

・「PTAや学校運営協議会
等と連携し、学習サポート
や地域の方の力を借りて、
体験的な学習活動を進める
ことができている。」に当て
はまると答える教師の割合
・「朝の読み聞かせや生活・
総合の学習などで、地域の
先生から色々と学んだ」当
てはまると答える児童の割
合

＜教・児アンケート
＞
＋評価
A：90％～
B：80％～
C：70％～
D：70％未満

・PTAや学校運営協
議会等と連携し、学
習サポートや地域
の方の力を借りて、
体験的な学習活動
を進めることができ
た。
【A54.2%,B37.5%,C8.3
%】

・朝の読み聞かせ
や生活・総合の学
習などで、地域の先
生から色々と学ん
だ。
【A63.6%,B31.1%,C4.6
%,D0.7%】

9割以上の児童が「地
域の先生から色々と学
んだ」と肯定的に評価し
ており、地域の先生方
による読み聞かせや学
習支援が、児童にとっ
て有意義であると認識
されている。

A

学校だよりやホーム
ページの学年の活動
で、地域連携による教
育効果を積極的に情
報発信し、学校への理
解と協力をさらに促
す。

・PTAや学校運営協
議会等と連携し、学
習サポートや地域
の方の力を借りて、
体験的な学習活動
を進めることができ
た。
【A66.7%,B28.6%,C4.8
%】

・朝の読み聞かせ
や生活・総合の学
習などで、地域の先
生から色々と学ん
だ。
【A69.8%,B25.4%,C3.6
%,D1.3%】

２年生の九九の聞き取
りや町探検の活動サ
ポートにより、児童の九
九暗記力向上、グルー
プ別で多様な公共施設
への探検を実施するこ
とができ、大変助かっ
た。

A

現行の読み聞かせ
や地域学習の枠組
みを維持しつつ、３
年生以上の全学年
で、学んだことを地
域に発信するなど
の双方向の活動へ
発展させることで、
さらなる自己有用感
の育成に繋げる。

②【開かれた学校づくり】
学校教育活動の様子を家
庭や地域に積極的に発信
し、信頼される学校づくりを
進める。

教
頭

・「学校は学校だよりや
ホームページで、学校の
ことを積極的に家庭や
地域に伝えている。」に
当てはまると答える教
師、保護者の割合

＜保・教アンケート
＞
＋評価
A：85％～
B：75％～
C：65％～
D：65％未満

学校は学校だより
やホームページ
で、学校のことを
積極的に家庭や
地域に伝えてい
る。【A63%,B37%】

学校は学校だより
やホームページ
で、学校のことを
積極的に家庭や
地域に伝えてい
る。
【A26.7%,B53.3%,C
13.3%,D6.7%】

今年度、ホームページ
で各学年の活動の様
子の情報公開を毎月１
回、定期的に行うように
した。約２割の保護者
に情報発信の頻度、あ
るいは利用している媒
体が保護者のニーズに
合致していない可能性
がある。

B

今年度から始めた取り
組みを継続しつつ、運
動会練習の様子など、
その時期の行事等に
合わせた活動の様子
をタイムリーに掲載す
るようにしていく。

学校は学校だより
やホームページ
で、学校のことを
積極的に家庭や
地域に伝えてい
る。
【A47.8%,B52.2%】

学校は学校だより
やホームページ
で、学校のことを
積極的に家庭や
地域に伝えてい
る。
【A43.8%,B53.6%,C
1.8%,D0.7%】

ホームページで公開す
る各学年の様子につい
て、運動会前に練習の
様子を載せる等、学校
行事に関するタイム
リーな情報提供が、保
護者には良かったと考
えられる。

A

毎月１回、ホーム
ページで各学年の
活動の様子を更新
している事を知らな
い保護者がいると
思われる。学校だよ
り等で周知するとと
もに、各学年の活動
の様子を更新する
と、ホームページを
閲覧した人がすぐ
更新されているとわ
かるような表示をす
る。

令和7年度　　能美市立寺井小学校　学校評価（前期）　 令和7年度　　能美市立寺井小学校　学校評価（後期）

重点目標

（めざす姿）

1

組
織
的
力
の
向
上

不登校傾向にある児童に対
し、学校や家庭以外でも「どこ
かで必ず社会や誰かとつな
がっている」状態を維持するこ
とが極めて重要である。一人
ひとりに寄り添った継続的な
見守りや支援を期待する。
全国的に教職員の人手不足
が深刻化している。その中で、
教職員間の人間関係が良好
に保たれ、組織として協力体
制が築けている点は高く評価
したい。また、次年度の特別
支援学級（情緒・知的）の在籍
数が定員上限に近い状況に
あるとの報告を受けた。児童
一人ひとりに応じたきめ細や
かな指導体制をいかに構築す
るか、人的配置や教室環境の
整備について、早急かつ慎重
な検討を求める。今後も、先
生方が心身ともに健康で教育
に専念できるよう、お手伝いで
きる所はしていきたい。

2

知

（
確
か
な
学
力
の
育
成

）

学習のデジタル化が進む一方
で、鉛筆で紙に書く機会が減
少していることへの懸念があ
る。発達段階（学年）や学習内
容に応じたデジタルの「使い
所」を精査し、書くことによる思
考の整理や基礎学力の定着
がおろそかにならないよう、バ
ランスの取れた指導をお願い
したい。

3

徳

（
多
様
性
の
尊
重
と
温
か
な
集
団
作
り

）

学習サポーターが、学校での
「褒め方」を教職員と共有でき
るとよい。教員とは違い、地域
の方から認められ、褒められ
る体験は、児童にとって大き
な自信と喜びにつながる。
制服の男子用・女子用と分け
ないフリーな運用について、
保護者から「多様性が尊重さ
れており、良い」との評価を得
ている。こうした、一人ひとり
の個性を大切にする姿勢を今
後も継続していただきたい。

4

体

（
健
康
で
自
律
的
生
活
習
慣
の
確
立

）

全国的な課題でもある児童の
基礎体力低下に対し、体育の
授業においても、児童が楽し
みながら運動量を確保できる
ような更なる指導の工夫を期
待する。

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

読み聞かせの日と「挨拶
デー」が重なると活動が重複
する方がいるため、日程の調
整を検討してほしい。日がどう
しても重なる場合、挨拶デー
の参加者に読み聞かせ活動
を公開することで、活動への
理解を広める契機になるので
はないか。読み聞かせは、読
み手の表情等も伝えられる大
切なものである。今後も継続し
て活動に参加したい。
先生と学校運営協議会委員
が、お互い知る機会を増やせ
るとよい（教職員の顔と名前を
知るのが会報発刊の7月にな
るので）。SNSの活用や、AI技
術（写真をイラスト化する等）
を用いた肖像権への配慮で、
手軽に学校運営協議会の活
動を発信できると良い。
留学生も今年度参加したよう
に、「学校の敷居」を低くし、地
域の多様な人々との関わりが
広がると良い。


